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ば
や

　
最
近
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
流
行
り

に
リ
ン
ク
し
て
、滝
め
ぐ
り
や
滝

探
し
も
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。汗
を
か
い
て
滝
ま
で
た
ど
り

着
い
た
と
き
の
、マ
イ
ナ
ス
イ
オ

ン
は
と
て
も
気
持
ち
の
い
い
も
の

で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、滝
と
い
う
の
は
昔
、

み
ず
ご
り

水
に
打
た
れ
る
水
垢
離
修
行
場
と

し
て
使
わ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
が
多

く
、滝
の
傍
に
石
の
お
不
動
様
が

祀
ら
れ
て
い
る
の
を
よ
く
目
に
し

ぼ
ん
の
う

ま
す
。そ
れ
は
不
動
尊
が
煩
悩
を

ご
う
ぶ
く

焼
き
尽
く
し
、悪
魔
を
降
伏
し
、行

者
を
擁
護
し
て
く
れ
る
の
で
、修

験
道
の
行
者
が
本
尊
と
し
て
祀
っ

て
い
た
か
ら
で
す
。

市
内
の
滝
不
動
で
は
、岡
田
の

か
ざ
は
や

風
早
不
動
や
竹
原
の
滝
ノ
谷
不
動

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、不
動
と

い
う
と
も
う
ひ
と
つ
、波
切
不
動

と
呼
ば
れ
る
も
の
が
全
国
に
祀
ら

れ
て
い
ま
す
。海
上
生
活
を
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
不
法
投
棄
さ
れ
や
す
い
場
所
は
、

車
が
入
っ
て
い
け
る
道
路
沿
い

で
、人
家
が
近
く
に
な
く
、草
刈
な

ど
し
て
い
な
い
荒
れ
た
場
所
が
多

い
で
す
ね
。車
で
廃
棄
物
を
運
べ

ま
す
し
、目
立
た
な
い
た
め
同
じ

よ
う
な
所
が
狙
わ
れ
る
よ
う
で

す
。一
般
的
に
不
法
投
棄
は
深
夜

に
多
く
、廃
棄
さ
れ
や
す
い
品
物

は
、リ
サ
イ
ク
ル
の
費
用
が
か
か

る
テ
レ
ビ
や
冷
蔵
庫
な
ど
の
粗
大

ゴ
ミ
が
多
く
、
車
の
タ
イ
ヤ
や

バ
ッ
テ
リ
ー
、自
転
車
、バ
イ
ク
な

ど
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、不
法
投
棄
と
は
い
え
ま

せ
ん
が
、公
園
な
ど
ゴ
ミ
箱
が
設

置
し
て
あ
る
場
所
へ
、家
庭
か
ら

ゴ
ミ
の
持
ち
込
み
も
増
え
て
い
る

坂足波切不動尊

市
民

シリーズ

217

238

「
き
れ
い
に
草
を
刈
っ
て
あ
る
場
所
に
は
、

不
法
投
棄
さ
れ
に
く
い
よ
う
で
す
」

　
市
立
博
物
館
の
７
月
の
休
館
日

は
、４
日
、11
日
、19
日
、25
日
で

海
の
守
り
神

さ
か
だ
る

な
み
き
り

坂
足
の
波
切
不
動
尊

人
々
に
信
仰
さ
れ
、港
の
入
り
口

や
海
上
の
難
所
な
ど
に
祀
ら
れ
る

も
の
で
す
。

そ
の
昔
、弘
法
大
師
が
留
学
先

の
唐
か
ら
帰
る
と
き
嵐
に
巻
き
込

ま
れ
ま
し
た
。大
師
は
師
僧
か
ら

授
か
っ
た
霊
木
に
刻
ん
だ
不
動
明

王
に
祈
念
を
し
ま
し
た
。す
る
と
、

不
動
明
王
が
右
手
に
持
つ
利
剣
で

波
を
切
り
裂
き
、船
を
安
全
に
導

い
て
く
れ
た
と
い
う
伝
説
が
あ
り

ま
す
。

そ
の
不
動
明
王
像
は
高
野
山

な
ん
い
ん

南
院
に
今
も
祀
ら
れ
て
波
切
不
動

と
呼
ば
れ
、全
国
の
波
切
不
動
の

始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。悪
魔

ご
う
ま

り
や
く

を
屈
服
さ
せ
る
降
魔
の
利
益
が
あ

る
不
動
明
王
で
す
が
、こ
れ
以
来

旅
や
海
上
交
通
の
守
護
神
と
も
な

り
、波
切
不
動
と
呼
ば
れ
て
、漁
業

関
係
者
の
信
仰
を
集
め
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
。

市
内
で
は
船
形
や
坂
足
の
波
切

不
動
が
知
ら
れ
、
坂
足
の
波
切
不

動
尊
の
縁
起
で
は
こ
ん
な
こ
と
を

伝
え
て
い
ま
す
。「
六
五
〇
年
ほ

ど
前
の
足
利
尊
氏
の
時
代
、
坂
足

村
で
は
七
晩
続
い
て
海
上
か
ら
山

り
ゅ
う
と
う

上
の
樹
の
枝
に
龍
燈
（
火
の
玉
）

が
移
動
し
ま
し
た
。
あ
る
夜
の
夢

に
龍
王
が
自
分
の
懐
に
入
る
の
を

見
た
村
人
が
翌
日
漁
に
出
て
み
る

と
、
夕
方
海
の
中
に
輝
く
も
の
を

見
つ
け
ま
し
た
。
網
に
掛
け
て
み

る
と
不
動
明
王
の
木
像
だ
っ
た
の

で
、
こ
れ
を
山
頂
に
安
置
し
て
大

漁
と
海
上
安
全
を
祈
る
と
、
そ
の

祈
り
が
か
な
い
ま
し
た
。
そ
こ
で

波
切
の
尊
像
と
い
っ
て
今
も
皆
が

信
心
し
て
い
ま
す
。」

境
内
に
は
江
戸
日
本
橋
の
魚
問

よ
ね
や

屋
米
屋
嘉
兵
衛
が
寛
政
十
（
一
七

ち
ょ
う
ず
い
し

九
八
）
年
に
奉
納
し
た
手
水
石
が

あ
り
ま
す
。
平
砂
浦
と
い
う
海
上

交
通
の
難
所
に
面
す
る
こ
の
波
切

不
動
が
、
鮮
魚
輸
送
に
携
わ
る
江

戸
の
魚
問
屋
か
ら
も
信
仰
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

▲坂足波切不動尊PHOTO／６月は千葉県環境月間「私たちが監視しています」不法投棄監視員のみなさん
ひぐらしかずあき

上段左から、今井勇さん、川名喜丸さん、小林薫さん、川名秀雄さん、島田茂樹さん、日暮員明さん
まこと

下段左から、平野邦臣さん、齊藤信さん、高山弘さん、伊藤領英さん、黒川彰宏さん、加藤敏雄さん　

不
法
投
棄
監
視
員
は
、廃
棄
物

及
び
土
砂
な
ど
の
不
法
投
棄
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
市
長
が
委
嘱
。任

期
は
２
年
で
現
在
12
人
の
監
視
員

が
各
地
区
で
監
視
の
目
を
光
ら
せ

て
い
ま
す
。

監
視
員
は
、担
当
地
区
内
で
の

廃
棄
物
な
ど
の
不
法
投
棄
を
監
視

し
て
市
に
通
報
す
る
こ
と
が
主
な

職
務
で
、通
報
を
受
け
た
市
で
は
、

直
ち
に
そ
の
現
場
を
確
認
し
、不

法
投
棄
の
実
行
者
の
調
査
や
県
な

ど
の
関
係
機
関
へ
の
連
絡
を
行

い
、撤
去
や
処
理
の
た
め
必
要
な

措
置
を
行
い
ま
す
。昨
年
度
市
内

で
は
、電
化
製
品
の
粗
大
ゴ
ミ
を

中
心
に
184
件
の
不
法
投
棄
が
あ

り
、不
法
投
棄
監
視
員
の
役
割
は
、

地
球
温
暖
化
な
ど
環
境
問
題
の
高

ま
り
と
と
も
に
重
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

▲海岸に不法投棄されたボートを示す川名監視員

館
山
市
不
法
投
棄
監
視
員

よ
う
で
す
。市
か
ら
配
布
さ
れ
る

環
境
美
化
カ
レ
ン
ダ
ー
に
家
庭
ご

み
の
分
け
方
や
出
し
方
、搬
出
日

が
書
か
れ
て
い
ま
す
の
で
、ゴ
ミ

の
搬
出
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
ほ
し

い
で
す
ね
」館
山
地
区
を
担
当
す

る
川
名
秀
雄
監
視
員

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
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シリーズ  館山市の財政②（歳入）
館山市の収入にはどのようなもの
があるの？
　前号では「歳出」についての説明をしましたが、第２回目として「歳入」の状況をみていきます。
　歳入とは4月から翌年３月までの１会計年度内の収入全体をいいます。
 　問合せ／財政課（�22-3291）

　市の収入は税金のほかに，国や県から配られるお金と市債の発行による借入金などがあります。
　市の収入には皆さんが市に納めている税金のほかに、国や県から配られるお金、国や県に納めている税金の一
部が市に配られるものなど様々なものがありますが、市税と地方交付税がもっとも大きい収入源であり、17年度
の予算でも歳入（収入）の5７％を占めています。しかし、ここ数年の不景気により、市税の収入が大きく減少し、平
成16年度からは地方分権による制度改革などで地方交付税の収入も大きく減少する見込みとなっています。

市税　　　　市民の皆さんが納める各種税金です。
地方交付税　各市町村の財源の格差を調整するために国の税金
　　　　　（所得税，酒税，法人税など）の一部が市に配分されるお金です。
国庫支出金　特定の事業に対して国から支出される使いみちの決められたお金です。
県支出金　　特定の事業に対して県から支出される使いみちの決められたお金です。
繰入金　　　各種基金（ある目的のための積立金）を取り崩したお金です。
市債　　　　多額の資金を必要とする事業に対して国や銀行から借り入れるお金です。
その他　　　使用料・手数料、その他収入

主な収入の項目

市の市税収入は景気の低迷とその対
策として行っている国の減税策、また
地価の下落などの影響で、平成９年度
をピークに減少傾向が続いています。
　そして、この傾向に個人市民税（住民
税）がほぼ一致した動きをしており、法
人市民税は平成８年度をピークに減少
から横ばい状態となっています。
　また、固定資産税は平成11年度を
ピークに全体的に減少傾向となってい
ます。平成12年度と平成15年度には資
産の評価額の見直し（評価替え）で減少
しています。

年度ごとの性質別歳入一覧表（単位：百万円） ＜17年度の歳入予算＞

臨時財政対策債は地方交付税の振替として

市で発行する地方債のことです

注：地方交付税数値は平成13年度より臨時財政対策債を含む

注：地方交付税数値は臨時財政対策債を含む

　基金のなかに「財政調整基金」があります。この基金は、財政に余裕のある年度に積み立てておき、災害な
ど予想外の支出をしなければならない場合や大幅な歳入減が起きた場合などに取り崩すというように、年
度によって変化する財源の変動を調整するためのものです。下図に過去10年間の基金残高を示しました。
平成16年度の取崩し額はまだ確定していませんが、平成17年度の取崩し予定額と合わせると平成15年度
の基金残高が無くなる見込みとなっています。

市税の収入が減っている
年度ごとの税目別歳入一覧表（単位：百万円）

財源調整に必要な積立金がなくなる

だん暖たてやま３ ２平成17年６月１日

集特

3,500

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

個人市民税 

法人市民税 

固定資産税 

都市計画税 

市たばこ税 

軽自動車税 

そ の 他  

６年度 ７年度 ８年度 ９年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 

1,7771,8001,8441,9382,312,0392,2972,1222,2382,140

4154004115994540,000550733522473

2,6882,7852,7162,6572,9452,8612,7482,7192,6552,507

550588585585624612594596572537

403391405406406381375318314311

84817774716967646261

44649597583135808190

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

その他 
23億2,846万円 

市税 
55億8,075万円 

歳入 
156億1,200万円 

地方交付金 
38億4,000万円 

国庫支出金 
16億63万円 

繰入金 
12億1,644万円 

市債 
４億6,320万円 

県支出金 
５億8,252万円 

0
６年度 ７年度 ８年度 ９年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 

市 税  

地方交付金 

国庫支出金 

県 支 出 金  

繰 入 金  

地 方 債  

そ の 他  

6,119 6,441 6,632 6,766 6,539 6,604 6,319 6,089 6,091 5,921

2,539 2,685 2,847 2,863 3,493 3,932 4,268 4,139 4,308 4,488

1,076 1,195 1,129 1,179 1,304 1,697 1,222 1,502 1,427 1,352

847 826 848 894 985 658 619 643 930 752

432 116 290 159 923 87 125 107 1,004 92

2,553 3,020 1,561 1,468 2,271 1,200 944 1,556 1,114 506

2,021 3,380 2,592 2,308 2,513 2,954 2,985 2,857 2,673 2,467

2,500

1,420

2,407

1,940 1,871

1,057 1,057
1,359 1,380 1,380 1,380

2,000

1,500

1,000

500

0
６年度 ７年度 ８年度 ９年度 10年度 

年度別財政調整基金残高 

11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 



た
て
や
ま
・
海
辺
の
鑑
定
団

は
、平
成
16
年
４
月
に
館
山
の

海
の
自
然
に
魅
せ
ら
れ
た
人
た

ち
が
集
ま
り
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と

し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。「
南
房

総
　
海
か
ら
の
贈
り
物
」を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
豊
か
な

自
然
が
残
る
こ
の
地
域
の
魅
力

を
紹
介
す
る
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。活
動
の
舞
台
と
な
る

沖
ノ
島
や
坂
田
海
岸
の
特
徴
を

生
か
し
て
、海
辺
の
自
然
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、沖
ノ
島

無
人
島
探
検
、体
験
ビ
ー
チ

コ
ー
ミ
ン
グ
※
、シ
ー
カ
ヤ
ッ

ク
、ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
な
ど
の

メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
、多
く
の

人
に
参
加
し
て
も
ら
い
、直
接

触
れ
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、

こ
の
恵
ま
れ
た
貴
重
な
財
産
を

認
識
し
て
も
ら
い
、後
世
に
伝

え
ら
れ
る
よ
う
に
守
っ
て
い
く

こ
と
を
理
念
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

理
事
長
の
竹
内
聖
一
さ
ん
は

「
私
自
身
、南
房
総
の
美
し
い
海

の
自
然
に
魅
せ
ら
れ
て
移
住
し

て
き
ま
し
た
。ず
っ
と
こ
の
土

地
に
住
ん
で
い
る
人
は
見
過
ご

し
が
ち
で
す
が
、こ
こ
に
は
身

注：イメージ図のため市税，補助金，地方交付税の割合は実
際の予算額のものではありません

財政基盤の強化が必要
　市税などの歳入が減少する要素が多く、いざというときの積立金（財政調整基金）も無くなる一方で，前号（歳出
編）で見た義務的経費などは増えることが見込まれます。仮に景気が好転して給与所得が向上しても、高齢化が進
んでいる館山市の状況から所得の伸びがあまり期待できません。「三位一体の改革」の影響から財政改革を着実に
実施して歳出の抑制を図ることはもとより、市税の収納率向上、使用料・手数料の見直しなど、多様な財源を安定
的に確保していく方策が重要な課題となっています。

三位一体の改革とその影響
三位一体の改革とは

＜三位一体の改革イメージ図＞

　「三位一体の改革」のなかで、市にとって大きく影響するのが地方交付税の見
直しです。地方交付税制度は、一定のルールに従い当該年度の需要額と収入額を
算定し、その需要額に対する収入額の不足分が交付税として交付される仕組み
となっています。
　今回の見直しは地方の歳出の徹底した削減、例えば人員削減で給与費を大幅に
減らしている、効率的な建設事業により投資的経費を抑制している、事務事業の
効率化により一般行政経費を削減しているなど積極的な財政改革の実施が前提に
なっています。つまり、先ほどの需要額が減額となり、結果、収入額との差額が
少なくなることを意味します。このため、財政改革に着手できない市町村にあっ
ては非常に厳しい状況になっていくことが予想されます。

財政改革の取り組みが必要

　ここ最近、テレビなどでも「三位一体の改革」という言葉を耳にしますが、これは国からの使う目的の決まった補
助金を削減して、代わりに国税から地方税へと税源移譲し、地方の裁量で自由に使えるお金（自主財源）を増やすこ
とにより地方分権化を推進しようとするものです。ただ税源の移譲といっても市町村ごとの税収に格差が生じる
ため、その不均衡を調整して一定の行政水準を確保できるようにするため地方交付税があるのですが、税源移譲に
より地方の権限を拡大し、地方自らの責任において歳出の抑制を図るなど健全財政の運営に向けた取組を実施す
るとの観点から制度の見直し、つまり交付税の減額が行われています。このように「国から地方への税源移譲」、「国
庫補助負担金の廃止・縮減」、「地方交付税の見直し」の三つが密接に関係しているので「三位一体の改革」と呼ばれ
ています

（７）たてやま・海辺の鑑定団たてやまの

沖
ノ
島
を
中
心
に
多
彩
な
海
辺
の
自
然
体
験
活
動
を
展
開

南
房
総
の
美
し
い
海
の
自
然
に
魅
せ
ら
れ
て

　
　平成11年厚生労働省の歯科疾患実態調査によると
日本人の自分の歯の数は、1人平均40歳で27本、
50歳で24本、60歳で20本、70歳で13本、80歳
で6本となっています。
　むし歯と歯周病を予防して、『８０歳で２０本の
自分の歯』を目標に歯のケアにつとめましょう。
　問合せ／健康課（�23-3113）

「歯周病危険度チェック」をしてみましょう。
① ４０歳以上である
②　毎食後、歯をみがかない
③ 歯並びがよくない
④　口で息をする癖がある
⑤ 歯をみがくと、歯ぐきから血が出る
⑥ 歯ぎしりが激しい
⑦　冷たいものが歯にしみる
⑧ 糖尿病にかかっている
⑨　歯ぐきが黒ずんでいる
⑩ 歯と歯の間に食べ物がはさまる

「じょうぶな歯　いつもごはんが　
おいしいね」
　歯ぐきの腫れや出血、口臭、歯が長くなったように

しそうのうろう

見えたりする症状の歯周病は、かって歯槽膿漏と呼ば
れていました。歯の健康を損なうと、食事というエネ
ルギーの補充に影響を及ぼし、身体全体のバランスを
崩すことにつながります。

予防には
・歯と歯ぐきの境目をマッサージする感覚で歯みがき
・デンタルフロスや歯間ブラシなどを使ってみよう
・バランスのとれた食生活や規則正しい生活を
・喫煙、疲労、ストレス、糖尿病や肝臓病に注意
※　デンタルフロス：すき間のない場合
　　歯間ブラシ：歯肉が下がりすき間が見える場合

在宅で歯科検診ができます
対象／体が不自由なために歯科医院を受診できない
人年齢は問いません。
スタッフ／歯科医師と歯科衛生士、保健師
検診内容／口腔内の検診や義歯の調整、応急処置、
ブラッシングなど
料金／無料　検診日：木曜日
検診期間／平成１７年１２月まで
申込み／健康課（�23-3113）
＊申し込みを受けてから、検診日を調整します。

６月４日（土）～６月１０日(金)までは口腔保健週間

判定判定判定判定判定：「はい」が３ケ以上になったら、歯周病への岐路で
す。年に1～2回は歯科医で検診を受けましょう。

昨年の歯科コンクール

たてやま・海辺の
　　　　　　鑑定団
理事長／竹内聖一
事務所／笠名1138－2
会員数／24人
電話／24-7088
活動分野／環境保全、社
会教育、まちづくり、子ど
も
設立／平成16年4月

近
に
す
ば
ら
し
い
自
然
の「
宝
の

山
」が
存
在
し
て
い
ま
す
。私
た
ち

は
そ
の
魅
力
を
引
き
出
し
、発
信
し

て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
多
く
の
人

に
こ
の
豊
か
な
自
然
を
伝
え
て
い

く
こ
と
に
よ
り
、自
然
環
境
の
保
全

や
生
態
系
を
考
え
る
き
っ
か
け
に

し
て
も
ら
い
、地
域
振
興
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
で
す
ね
。ど
な
た
で
も

参
加
で
き
る
企
画
も
あ
り
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
私
た
ち
と
一
緒
に
こ
の
豊

か
な
自
然
を
再
発
見
し
て
み
ま
せ

ん
か
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

※
ビ
ー
チ
コ
ー
ミ
ン
グ
／
海
岸
に
打
ち
上
げ

ら
れ
た
漂
着
物
を
観
察
し
た
り
、拾
い
集
め

な
が
ら
海
岸
を
散
歩
す
る
こ
と

せら知お

だん暖たてやま５ ４平成17年６月１日

集募

体験学習の児童を案内（沖ノ島）

知って得する健康耳より情報12

地方交付税 

地方交付税 

市税 
市税 

補助金 

補助金 

補助金から 
税源移譲された分 

地方交付税の 
見直しによる 
減額分 



　
　

　　
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、市

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
の
立
候
補

予
定
者
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
立
候
補
の
届
出
に
必
要
な
書
類

な
ど
を
事
前
に
配
布
し
、内
容
の

説
明
を
行
い
ま
す
。

　
日
時
／
６
月
14
日（
火
）午
後

１
時
30
分
か
ら

　
場
所
／
市
役
所
本
館
２
階
会
議

室　
問
合
せ
／
選
挙
管
理
委
員
会

（
�
22
―
３
５
２
３
）

　　
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
施
行

さ
れ
て
か
ら
、今
年
で
20
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。厚
生
労
働
省
で
は
、

昭
和
61
年
か
ら
６
月
を「
男
女
雇

用
機
会
均
等
月
間
」と
定
め
、全
国

的
に
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。

　
職
場
で
の
男
女
格
差
を
解
消

し
、女
性
の
能
力
が
十
分
に
発
揮

で
き
る
よ
う
企
業
の
積
極
的
な
取

組（
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
）

を
促
進
す
る
た
め
、「
ポ
ジ
テ
ィ

ブ･

ア
ク
シ
ョ
ン
推
進
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
日
時
／
６
月
22
日（
水
）午
後
１

時
30
分
か
ら
午
後
４
時

　　
公
共
下
水
道
排
水
設
備
に
係
る

指
定
工
事
店
の
新
規
登
録
、更
新

申
請
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

　
申
請
期
間
／
６
月
21
日（
火
）か

ら
30
日（
木
）ま
で（
土
日
は
除
く
）

　
登
録
・
更
新
料
／
７
千
500
円

　
指
定
要
件
／
①(
社)
日
本
下
水

道
協
会
千
葉
県
支
部
に
登
録
し
た

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術

者
が
１
人
以
上
専
属
し
て
い
る
こ

と
。②
下
水
道
排
水
設
備
工
事
の

施
工
に
必
要
な
設
備
と
機
材
を
有

　　
近
年
、全
国
的
に
来
日
外
国
人

に
よ
る
犯
罪
が
増
加
し
て
い
ま

す
。特
に
、不
法
滞
在
者
に
よ
る

犯
罪
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
密
航
者
や
観
光
目
的
で
来
日

し
、不
法
に
滞
在
し
て
い
る
外
国

人
は
、違
法
な
状
態
の
ま
ま
就
労

し
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
不
法

滞
在
者
な
ど
を
雇
用
し
た
雇
用
者

も
、処
罰
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
館
山
警
察
署
で
は
、「
来
日
外

国
人
犯
罪
対
策
や
不
法
滞
在
・
不

地
球
温
暖
化
防
止
で
ス
イ
ッ
チ
オ
フ

　
環
境
省
で
は
、地
球
温
暖
化
防

止
対
策
と
し
て
、シ
ン
プ
ル
な

メ
ッ
セ
ー
ジ「
消
灯
＝
ス
イ
ッ
チ･

オ
フ
」を
広
め
る
た
め
、６
月
18
日

（
土
）、19
日（
日
）、21
日（
火
）の
３

日
間
を『
Ｃ
О
２
削
減･

ラ
イ
ト
ダ

ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』と
し
て
、全

国
的
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま

す
。

　
特
に
19
日（
日
）の
午
後
８
時
か

ら
10
時
ま
で
の
２
時
間
を「
ブ

ラ
ッ
ク
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
２
０

０
５
」と
題
し
て
、全
国
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
施
設
や
家
庭
の
電
気
を
一

　　
現
在
、市
の
財
政
状
況
は
非
常

に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、数
年
後

に
は
財
源
不
足
を
生
ず
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
、効
率
的
な
行
政
運
営

を
行
い
な
が
ら
、市
民
本
位
、成

果
重
視
の
視
点
で
、よ
り
満
足
度

の
高
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
目
指
し

て
、行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
市
民
や
研
究
者
な
ど
５
人
で
構

成
す
る「
館
山
市
行
財
政
改
革
委

行
財
政
改
革
委
員
会

員
会
」で
は
、市
に
必
要
と
さ
れ

る
改
革
に
つ
い
て
活
発
に
議
論
し

て
い
ま
す
。

　
次
回
は
、６
月
９
日（
木
）午

後
１
時
か
ら
市
役
所
本
館
２
階
会

議
室
で
開
催
し
ま
す
。傍
聴
は
申

し
込
み
不
要
で
す
。前
回
ま
で
の

会
議
録
は
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
問
合
せ
／
行
財
政
改
革
推
進

課（
�
22
―
３
２
３
５
）

誰
で
も
会
議
を
傍
聴
で
き
ま
す

し
て
い
る
こ
と
。③
県
内
に
営
業

所
が
あ
る
こ
と
。

　
申
請
場
所
／
下
水
道
課（
鏡
ヶ

浦
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
）

※
申
請
書
類
は
下
水
道
課
に
直
接
取

り
に
来
る
か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　　　
接
続
工
事
に
対
す
る
補
助
金

は
、供
用
開
始
か
ら
３
年
以
内
の

工
事
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
下
水
道
が
整
備
さ
れ
、供
用
開

始
し
て
い
る
区
域
に
住
ん
で
い

て
、未
だ
下
水
道
に
接
続
し
て
い

な
い
人
に
、早
期
の
接
続
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

　
問
合
せ
／
下
水
道
課（
�
22
―

３
６
６
１
）

下
水
道
　
　
　
　
　
　
の
登
録
申
請

排
水
設
備

指
定
工
事
店

斉
に
消
す
こ
と
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

　
市
で
は
、こ
の
時
期
午
後
９
時

ま
で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
し
て
い
る

館
山
城
を
、19
日（
日
）に
限
り
午

後
８
時
で
消
灯
し
ま
す
。

　
問
合
せ
／
環
境
保
全
課（
�
22

―
３
３
５
２
）

館
山
城
を
午
後
８
時
で
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン

法
就
労
防
止
の
た
め
の
活
動
」を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
不
法
入
国
や
不
法
就
労
を
あ
っ

せ
ん
す
る
ブ
ロ
ー
カ
ー
な
ど
に
関

す
る
情
報
が
あ
れ
ば
、警
察
署
ま

た
は
最
寄
の
交
番
、駐
在
所
ま
で

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
問
合
せ
／
館
山
警
察
署（
�
23

―
０
１
１
０
）

外
国
人
の

　
　
不
法
滞
在
・
不
法
就
労
防
止
！

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
推
進
セ
ミ
ナ
ー

　
場
所
／
ホ
テ
ル
ポ
ー
ト
プ
ラ
ザ

ち
ば（
�
043
―
247
―
７
２
１
１
）

　
問
合
せ
／
千
葉
労
働
局
雇
用
均

等
室（
�
043
―
221
―
２
３
０
７
）、

(

財)

21
世
紀
職
業
財
団
千
葉
事
務

所（
�
043
―
225
―
２
２
９
５
）

６
月
は「
男
女
雇
用
機
会
均
等
月
間
」 子宮がん（集団）検診

日時／①7月16日(土)午前9時から　

11時、午後1時から1時30分②7月23

日(土)午前9時から11時、午後1時か

ら2時

場所／コミュニティセンター

対象／6月1日現在30歳以上の女性

料金／子宮頚部検診600円、子宮頚体

部検診1,200円。75歳以上の人と生活

保護世帯の人（証明書が必要）は無料。

締切／6月17日(金)

問合せ･申込み／健

康課（�23―３１１

３）

　　　　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
で
は
、古
い
電

話
帳
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
積
極
的
に

取
組
ん
で
い
ま
す
。

　
新
し
い
電
話
帳
は
、６
月
中
に

各
家
庭
に
配
布
し
ま
す
。そ
の

際
、古
い
電
話
帳
を
配
達
員
へ
渡

し
て
く
だ
さ
い
。

　
問
合
せ
／
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン

タ（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０

―
５
０
６
―
３
０
９
）

立
候
補
予
定
者
説
明
会

古
い
電
話
帳
の
回
収

　７月１日（金）から、館山駅自由通路内は終
日禁煙となります。
　問合せ／都市計画課（�22―3612）

ＪＲ館山駅

禁煙場所が拡大

農
業
委
員

　６月１日は、人権擁護委員法が施行された日です。
 館山人権擁護委員協議会では、この日にちなみ、特設人
権相談所を開設します。
　日時／6月13日（月）午前10時から午後４時
　場所／市役所４号館
　問合せ／社会福祉課（�２２―３４９２）

特　設　人　権　相　談 下
水
道
の
接
続
は

　
　
　
　
　
お
早
め
に
！

▲行財政改革委員会

だん暖たてやま７ ６平成17年６月１日

せら知お



たてやま海まちフェスタ2005
　先月7、8日、館山港耐震強化岸壁、県立安房博物館を会場に、親子で楽しめるアク
セスディンギーなどの乗船体験、さかなクンの楽しい魚の話やふるさと大使の深津純
子さんによる「海辺のミニライブ」などのイベントを開催しました。多くの市民が参
加し、にぎわった会場の様子をお知らせします。

　
市
で
は
、
館
山
湾
の
魅
力
的
な
資
源
や
特
性
を
活
か
し
て
、
海
の

玄
関
口
の
形
成
や
船
の
魅
力
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
観
光
客
の
増
大

や
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
海
辺
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
し
ま
す
。

　
問
合
せ
／
海
辺
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
�
22
―
３
６
０
６
）

海
辺
の
ま
ち
づ
く
り
を
演
出

▲この夏の海の安全を願う
　海の祈願祭

ビ
ー
チ
コ
ー
ミ
ン
グ
で
収
集

　
大
賀
在
住
の
山
口
正
さ
ん
が
３

年
か
か
っ
て
散
歩
途
中
に
拾
い
集

め
、
額
装
し
た
イ
ル
カ
の
耳
骨
100

個
を
市
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
イ
ル
カ
の
耳
骨
は
、
丸
み
の
あ

る
形
が
七
福
神
の
布
袋
様
に
似
て

い
る
こ
と
か
ら
布
袋
石
と
も
い
わ

れ
、お
守
り
に
し
た
り
す
る
縁
起

物
。
市
で
は
こ
の
額
を
「
多
く
の

人
に
見
て
欲
し
い
」
と
い
う
山
口

さ
ん
の
希
望
に
よ
り
、
館
山
駅
市

▲「さかなクンの楽しい魚の話」

　

ふるさと大使も活躍

▲「深津純子さんによる海辺のミニライブ」

▲わたしたちも海上保安庁の職員！▲アクセスディンギー

辻田市長に額を手渡す山口さん

賛 同 行 事 情 報

６月15日は県民の日

施設の無料開放情報
　６月15日（水）は県民の日です。昭和58年（1983）

に、県の人口が500万人を突破したのを記念して、昭

和59年に、6 月15日を「県民の日」と定めました。

　県民の日にちなんで、市や県の施設などが無料開放

されます。開放される主な施設は表のとおりです。予

約などの詳細は、直接、各施設へ問合せてください。

        施 設 名

市営第一柔剣道場

市営弓道場

市営弓道遠的射場

市営市民運動場

市営温水プール

市営市民体育館

市営西岬市民体育館

市立博物館

南房パラダイス

県立安房博物館
県
立
館
山
運
動
公
園

野球場

庭球場

少年野球場

体育館（競技場）

      所 在 地

那古848－1

北条402－2

出野尾547

正木4304－2

湊288－89

長須賀137

見物65

館山351－2

藤原1495

館山1564－1

藤原300

  連 絡 先

22－3696

22－3696

22－3696

27－4220

22－5519

22－3696

29－1370

23－5212

28－1511

22－8608

28－1340

　　 時  間

  9:00～21:00

  9:00～21:00

  9:00～17:00

  9:00～17:00

10:00～17:00

19:00～21:00

  9:00～21:00

  9:00～16:30

  9:00～17:00

  9:00～16:30

  9:00～17:00

  9:00～21:00

  9:00～17:00

  9:00～21:00

　　　　備　考

要予約、個人使用のみ

要予約、個人使用のみ

要予約、個人使用のみ

要予約、個人使用のみ

個人使用のみ

要予約、個人使用のみ

要予約（受付は月･水･金）

ｾﾝﾀｰ120ｍ、両翼90m

全天候型　9面

ｾﾝﾀｰ90ｍ、両翼80ｍ

☆南房パラダイス
◎にぎわいガーデンマーケット
（雨天中止）9:00～16:00
◎ときめき蝶への瞬間
　①11:00～　②14:00～
◎ふれあい動物イベント
（雨天中止のイベント有）
　カワウソの赤ちゃん、イン

☆鴨川シーワールド
◎千葉県在住の中学生以
下入園無料、高校生以上
の大人入園料35％割引
（ただし中学生は学生証、
大人は在住していること
が確認ができるものが必
要）

☆東京湾フェリー（金谷～久里浜）
◎千葉県在住の中学生以下フェリー乗船無料
期間／６月11日（土）～15日（水）
問合せ／東京湾フェリー㈱金谷支店
　　　 （�0439－69－2111）

◎県の魚『マダイ』の稚魚放流（12:30からを予定）
参加費は無料で、先着100人が東条海岸で放流。
問合せ／鴨川シーワールド営業課
　　　（�04－7093－4803）

▲市営温水プール
無料開放となる施設

▲和船櫓こぎ体験魚の話

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
に
展
示
し
ま

す
。

イ
ル
カ
の
耳
骨
を
寄
贈

コ、ポニーなどとのふれあい。一部有料。
◎売店の出店、サイコロゲーム
問合せ／南房パラダイス（�28－1511）

☆県立安房博物館

◎海藻押し葉教室（13:30～15:30）
事前予約が必要。保険料と材料費を徴収します。
問合せ／県立安房博物館（�22－8608）
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せら知お

▲彩りを添えたフラダンス（7日）



　
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の
参
加

チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す
。

　
日
時
／
６
月
26
日（
日
）開
会

式
午
前
９
時

　
場
所
／
県
立
館
山
運
動
公
園
体

育
館

　
参
加
資
格
／
市
民
ま
た
は
市
内

に
勤
務
す
る
既
婚
の
女
性
。た
だ

し
30
歳
以
上
は
独
身
者
可
。ス

ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
に
加
入
し
て
い

る
こ
と
。

　
競
技
規
則
／
大
会
競
技
規
則
に

よ
る
。選
手
登
録
15
人
以
内
。

　
参
加
費
／
１
チ
ー
ム
２
千
円

　「
料
理
は
女
性
の
仕
事
」、「
料
理

な
ん
て
面
倒
で
で
き
な
い
」と

思
っ
て
い
る
男
性
を
対
象
に
、家

庭
で
手
軽
に
お
い
し
く
作
れ
る
料

理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。今
回
は
、

和
食
の
基
本
を
プ
ロ
の
料
理
人
か

ら
学
び
ま
す
。

　
日
時
／
６
月
30
日（
木
）、８
月

24
日（
水
）、９
月
下
旬（
未
定
）全

３
回
。時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10

時
か
ら
午
後
１
時
30
分
。

　
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
対
象
／
40
歳
以
上
の
男
性
で
、

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

　
定
員
／
20
人
程
度（
応
募
者
多

　　
市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

し
ま
す
。入
居
を
希
望
す
る
人

は
、申
込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
、６
月
30
日（
木
）ま
で

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
入
居
資
格
／
市
内
に
住
所
ま

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

※家賃、敷金は今年度の入居者の最高金額と最低金額です。実際の家賃は、入居者

　ごとの世帯の収入で決定します。次年度以降の家賃も、前年中の所得に基づき入

　居者ごとに算定します。

※真倉住宅は、身体障害者用住宅（車椅子使用可）なので、身体障害者手帳所持者を

　含む世帯のみの募集となります。

た
は
勤
務
地
が
あ
り
、住
宅
に

困
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な

人
。た
だ
し
、収
入
基
準
に
よ
る

制
限
が
あ
り
ま
す
。

　
選
考
方
法
／
市
営
住
宅
入
居

選
考
委
員
会
が
行
い
ま
す
。

　
入
居
時
期
／
８
月
上
旬（
予
定
）

　
問
合
せ
／
建
設
課
管
理
係（
�

22
―
３
６
３
１
）

男
の
料
理
教
室

数
の
場
合
は
先
着
順
）

　
講
師
／
館
山
市
飲
食
店
組
合
長

　
庄
本
健
次
氏

　
参
加
費
／
１
回
に
つ
き
600
円
程

度
を
当
日
徴
収（
食
材
費
、保
険
料
）

　
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

タ
オ
ル

　
締
切
／
６
月
15
日（
水
）

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
秘
書
広
報

課
男
女
共
同
参
画
係（
�
22
―
３

１
３
５
）ま
た
は
中
央
公
民
館（
�

23
―
３
１
１
１
）

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
剣
道

　
　
　
　
　
　
観
覧
者
募
集

　　
　
　
　

　
８
月
３
日
か
ら
５
日
ま
で
、県
立

館
山
運
動
公
園
体
育
館
を
会
場
に
、

平
成
17
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
剣
道
大
会
第
52
回
全
国

高
等
学
校
剣
道
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

　
高
校
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
激
戦
を

体
感
し
な
が
ら
、県
代
表
選
手
を
応

援
す
る
観
覧
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
大
会
期
間
／
８
月
３
日（
水
）か

ら
５
日（
金
）

　
開
催
場
所
／
県
立
館
山
運
動
公

園
体
育
館

　
募
集
区
分
／
表
の
と
お
り

　
内
容
／
１
階
関
係
者
観
覧
席
に

県
内
の
小
学
生
、中
学
生
及
び
引
率

責
任
者（
小
学
生
は
保
護
者
な
ど
の

同
伴
が
必
要
で
す
。）

　
定
員
／
募
集
区
分
ご
と
に
20
人

程
度（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

　
申
込
方
法
／
往
復
ハ
ガ
キ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
１
人
１
回

限
り
）

　
往
信
用
ハ
ガ
キ
に「
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
観
覧
希
望
」と
朱
書
き
し
、募
集

区
分（
第
１
・
第
２
希
望
の
番
号
と

日
時
）、代
表
者
の
住
所
、氏
名
、電

話
番
号
、希
望
者
全
員（
代
表
者
を

含
め
４
人
以
内
）の
氏
名
、年
齢
を

記
入
し
ま
す
。返
信
用
に
は
、代
表

者
の
住
所
、氏
名
を
記
入
し
ま
す
。

７
月
中
旬
ま
で
に
結
果
を
通
知
し

ま
す
。

　
締
切
／
６
月
30
日（
月
）必
着

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
〒
294
―
８
６

０
１ 

北
条
１
１
４
５
―
１ 

高
校
総

館
山
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
締
切
／
６
月
15
日（
水
）

※
６
月
17
日（
金
）午
後
６
時
30

分
か
ら
市
役
所
４
号
館
で
主
将
会

議
を
開
催
し
ま
す
。

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
〒
294
―
８

６
０
１ 

北
条
１
１
４
５
―
１ 
ス

ポ
ー
ツ
課（
�
22
―
３
６
９
６
）

　
市
体
育
指
導
委
員
連
絡
協
議
会

な
ど
で
は
、「
自
分
の
体
力
を
知
ろ

う
」と
反
復
横
と
び
や
上
体
起
こ
し

な
ど
の
種
目
を
行
う「
市
民
体
力
・

運
動
能
力
測
定
会
」を
開
催
し
ま

す
。

　
日
時
／
６
月
19
日（
日
）午
前
８

時
30
分
集
合
、午
前
９
時
測
定
開
始

　
場
所
／
北
条
小
学
校
体
育
館

　
参
加
資
格
／
小
学
生
以
上
の
市

民
と
市
内
に
勤
務
し
て
い
る
人
で

健
康
な
人

　
種
目
／
小
学
生
か
ら
64
歳【
握

力
、上
体
起
こ
し
、長
座
体
前
屈
、反

復
横
と
び
、20
ｍ
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
、

立
ち
幅
跳
び
】65
歳
以
上【
握
力
、上

体
起
こ
し
、長
座
体
前
屈
、開
眼
片

足
立
ち
、10
ｍ
障
害
物
歩
行
】

　
参
加
費
／
１
人
100
円（
当
日
徴

収
）

　
持
ち
物
／
筆
記
用
具
、飲
み
物
、

汗
拭
き
タ
オ
ル
、着
替
え
、体
育
館

用
シ
ュ
ー
ズ
、保
険
証
の
写
し

　
申
込
み
方
法
／
ハ
ガ
キ
に「
市

民
体
力
・
運
動
能
力
測
定
会
希
望
」

と
し
、住
所
、氏
名
、年
齢
、性
別
、電

話
番
号
を
記
入
し
申
し
込
む
。（
電

話
申
込
み
可
）

　
締
切
／
６
月
13
日（
月
）

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
〒
294
―
８

６
０
１ 

北
条
１
１
４
５
―
１ 

ス

ポ
ー
ツ
課（
�
22
―
３
６
９
６
）

市長杯
  争奪

市
民
体
力
・
運
動
能
力
測
定
会

自
分
の
体
力
年
齢
を
知
ろ
う
！

体
準
備
室
内
高
校
総
体
館
山
市
実

行
委
員
会
事
務
局（
�
22
―
３
９
５

７
）

※
大
会
の
詳
細
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

席
を
用
意
。参

加
章
と
し
て
、

携
帯
ス
ト
ラ
ッ

プ（
ID
カ
ー
ド
）

を
プ
レ
ゼ
ン

ト
。

　
対
象
／
千
葉

番号

①

③
②

④

⑤
⑥

3日（水）10:30～13:00

4日（木）13:00～17:00（試合終了まで）

4日（木）  9:00～13:00

3日（水）13:00～17:00（試合終了まで）

5日（金）  9:00～13:00

5日（金）13:00～17:00（大会終了まで）

日　　時

募集区分

オープンウォータースイムレース

　海の日の7月18日（月）、北条海岸を会場に「第9回館山
国際オープンウォータースイムレース」と「ＯＷＳ ジャ
パン・オープン2005館山」が開催されます。

★ＯＷＳ ジャパン・オープン2005館山
参加資格／(財)日本水泳連盟の競技者登録完了者で、週1

回以上定期的に練習をしている健康な人

競技種目／①個人の部（男女別1㎞、3㎞）：24才以下、25

～34才、35～44才、45～54才、55～64才、65才以上の

6区分②リレーの部（1㎞×4人）：4人の合計年齢が120才

以下、121～200才、201才以上の3区分。男女混合可。個

人の部の参加者も可。

申込金／1㎞レース5千円、3㎞レース8千円（中学生まで

はどちらも3千円）、リレー1チーム1万2千円。

申込方法/電子メール、郵送、FAXのいずれかで申込可

締切／6月20日（月）必着

問合せ・申込み／〒277―0054 千葉県柏市南増尾1―2

―1 千葉県水泳連盟マスターズ委員会（�04―7173―

0410、FAX04―7173―4552）

ホームページ：http://www.swim.or.jp

★第9回館山国際オープンウォータースイムレース

参加資格／(財)日本水泳連盟の競技者登録完了者で、ＯＷ

Ｓ競技2.5㎞以上の完泳実績がある人

競技種目／一般の部（男女別、5㎞）

申込金／1万円

申込方法/6月30日(木)までに、所定の用紙に申込金の受

領書のコピーを添えて大会本部に申し込む。（必着、消印

有効）

問合せ・申込み／大会本部：〒150―8050 東京都渋谷区

神南1―1―1 岸記念体育会館　 (財)日本水泳連盟（�03

―3481―2306）

募集内容
住宅名 戸数 構　造 間取り 家　賃 敷　金

笠名

笠名

沼

那古

真倉

1

1

1

1

1

館山海上技術
学校付近 木造平屋 3K

2,500円
　～5,500円

7,500円
　～16,500円

12,100円
　～26,700円

36,300円
　～80,100円

6,500円
　～12,500円

19,500円
　～37,500円

16,000円
　～35,200円

48,000円
　～105,600円

64,800円
　～142,200円

21,600円
　～47,400円

場　所

館山海上技術
学校付近

館山小学校
付近

海岸通り

城山付近

簡易耐火
２階建

2DK

2DK簡易耐火
２階建

3DK中層耐火
４階建

中層耐火
３階建 2LDK

萱野 1 国分地内 簡易耐火
２階建 2DK

7,500円
　～15,000円

22,500円
　～45,000円

小中学生　
　対象

男
女
共
同
参
画
・
中
央
公
民
館
共
催
事
業

第
14
回

集募
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▲那古市営住宅


